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Ⅲ l:4 勁 35地盤l〔おける基礎グイの支持機構|(り、ヽて
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l.ま たがぎ

軟弱地盤に籍柔などめ騰地物 を集遣する場合

その基礎型式こしてクイ基燿たが盗ル(採 用され

つつあるが、その設計:(当って|ま夫だ多くの閉

題が残されて、ヽる。筆者髯は、メヒ海道の主要河

,:|の下流″懸〔ムく分布して、ヽる光夫桂軟聯地盤

を中′ヽく鋲“光盤 Kぉ ける嬌梨クイ基洒にの最Zヤ

における闊選れを地盤土贅 `の 関連くれ てヽな

討 して、`るが、 ここで|まグイ打ち|〔よるグイ周

辺の上の礼んおょびその口後に伴う支持機構の

変イし、軸方向新重の増人1(伴ゥクィの支持力腱消

の■イヒ で ら|〔水準着菫l〔対する単グイおょひ
'

グイ群の支持機着などにっ、ヽて現地でえたした

クイ試験結集K↓ とグ、ヽて検討した経スを送べ

る。

Z .軸 ガ掏新重にオする支持織溝Kっ 、ヽて

図―′Kス すょうな髭茂餞軟弱え響|(タイを打わ込みクイ風

辺の上の`Lんおよびその口後、それt(洋クグイの支持激溝の変

イヒを調べるためクイlfろ及の第 1ロ ロの載者試験から約 3ヶ 4

ガ詢(第 2饉 日の試験を者 ヽヽ、軸方向着菫に対するクイ預麦在壌

ぉょびヒズミ計I(よるクイj各部のたガなどの渕lえきなったが、

その経葉:1図- 2 Kふ すよう|〔萩“婚が派、ヽ地盤に拓う込 まス

たグイI(働く風面澤蒻嗣ふ聯いま、グイれ ウ:〔ょる上の`しれおよび

口夜κ祥っく″締酬的) 著ヽしく変化するここが契められる。すた

同図から短期着菫に対して熱方向壻菫の増えl(祥ってグイ先端

に新重が仏捨する凍手を春易に知るここがでぐる。

歎弱地盤〔おllるグイの輸ガ執え岩力の申|たに当´て1ま、ク

イ打ち公式ならび|(脅ガ挙公式があるが、北海道l〔おする、ヽく

つかの都爛瞼調査結果|(よれば前者ではこく,(摩暴グイの場な!〔

リヒ海道開発局上末試験的 正 員 河 舞 夫弘
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